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World Cup Final 出場権獲得

全勝 １位通過

「第18回女子ワールドカップ グループステージ」グループB（2026.7.14〜18 ペルー・リマ）

World Cup Final 出場権獲得World Cup Final 出場権獲得

全勝 １位通過全勝 １位通過
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去
る
７
月
14
日（
火
）～
18
日（
土
）、
ペ

ル
ー
・
リ
マ
で
「
第
18
回
女
子
ワ
ー
ル
ド
カ

ッ
プ 

グ
ル
ー
プ
ス
テ
ー
ジ
」
グ
ル
ー
プ
Ｂ
が

開
催
さ
れ
、
女
子
Ｔ
Ｏ
Ｐ
日
本
代
表
が
出
場
。

全
勝
の
１
位
で
「
グ
ル
ー
プ
ス
テ
ー
ジ
」
を
突
破
。

来
年
４
月
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
レッ
ド
ク
リ
フ
で

開
催
さ
れ
る
「
第
18
回
女
子
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ 

フ
ァ
イ
ナ
ル
」
の
出
場
権
を
獲
得
し
た
。

　

大
会
に
は
、
ホ
ス
ト
チ
ー
ム
で
あ
る
ペ
ル
ー

（
18
）
を
は
じ
め
、
日
本
（
１
）、
プ
エ
ル
ト

リ
コ
（
３
）、
イ
ギ
リ
ス
（
12
）、
フ
ィ
リ
ピ
ン

（
13
）、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
（
16
）
の
６
チ
ー
ム
が

出
場
（
※
（　

）
内
数
字
は
２
０
２
５
年
12

月
31
日
時
点
の
Ｗ
Ｂ
Ｓ
Ｃ
（
世
界
野
球
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
連
盟
）
発
表
の
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
）。

シ
ン
グ
ル
ラ
ウ
ン
ド
ロ
ビ
ン
方
式
（
１
回
総
当

た
り
）
の
予
選
リ
ー
グ
に
あ
た
る
「
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
ラ
ウ
ン
ド
」
を
戦
い
、
１
位
・
２
位
の
チ

ー
ム
が
「
第
18
回
女
子
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ 

フ

ァ
イ
ナ
ル
」
進
出
を
か
け
、「
優
勝
決
定
戦
」

（
第
１
代
表
決
定
戦
）
を
行
い
、
ま
ず
こ
の

試
合
の
勝
者
が
「
第
１
代
表
」
と
し
て
「
フ
ァ

イ
ナ
ル
」
進
出
決
定
。
こ
の
試
合
の
敗
者
は

３
位
・
４
位
の
勝
者
と
戦
い
、
勝
者
が
「
第

２
代
表
」
と
し
て
、「
フ
ァ
イ
ナ
ル
」
へ
進
む

切
符
を
手
に
す
る
試
合
方
式
で
行
わ
れ
た
。

　

女
子
Ｔ
Ｏ
Ｐ
日
本
代
表
は
「
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
ラ
ウ
ン
ド
」
を
５
戦
全
勝
の
１
位
で
通
過
。

「
優
勝
決
定
戦
」（
第
１
代
表
決
定
戦
）
で
も

プ
エ
ル
ト
リ
コ
に
２
︱
１
で
劇
的
な
サ
ヨ
ナ

ラ
勝
ち
。「
第
１
代
表
」
の
座
を
手
に
し
た
。

第18回女子ワールドカップ
グループステージ グループB

2026年７月14日（火）～18日（土）　ペルー・リマ

女子TOP日本代表 全勝１位

Ⓒ WBSC Ⓒ WBSC

Ⓒ WBSC
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第18回女子ワールドカップ　グループステージ グループＢ

第18回女子ワールドカップ グループステージ グループＢ オープニングラウンド

第１戦 JAPAN ９－１ GREAT BRITAIN第２戦 JAPAN ４－０ PHILIPPINES

第３戦 JAPAN ９－０ PERU

ファイナル（優勝決定戦／第１代表決定戦）JAPAN ２－１ PUERTO RICO
第５戦 JAPAN ４－２ PUERTO RICO

第４戦 JAPAN ８－０ VENEZUELA
OPENING ROUND

（予選リーグ）

５戦全勝
１位通過

大会出場メンバー、試合スケジュール等、詳細情報はこちら

Ⓒ WBSC

Ⓒ WBSC

Ⓒ WBSCⒸ WBSC

Ⓒ WBSC

Ⓒ WBSC

ペルー・リマで開幕！ペルー・リマで開幕！ペルー・リマで開幕！

※試合のスコアをクリックすると各試合のレポートがご覧になれます

https://www.softball.or.jp/2026worldcupGS/report/2026worldcupGS_game1.html
https://www.softball.or.jp/2026worldcupGS/report/2026worldcupGS_game2.html
https://www.softball.or.jp/2026worldcupGS/report/2026worldcupGS_game3.html
https://www.softball.or.jp/2026worldcupGS/report/2026worldcupGS_game4.html
https://www.softball.or.jp/2026worldcupGS/report/2026worldcupGS_game5.html
https://www.softball.or.jp/2026worldcupGS/report/2026worldcupGS_final.html
https://www.softball.or.jp/2026worldcupGS/
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去
る
６
月
30
日
（
火
）
～
７
月
２
日
（
木
）

の
３
日
間
、
静
岡
県
伊
豆
市
・
天
城
ド
ー
ム

を
主
会
場
に
、「
令
和
８
年
度
女
子
大
学
日

本
代
表
チ
ー
ム
選
手
選
考
会
」（
※
第
５
回

女
子
大
学
ア
ジ
ア
カ
ッ
プ
代
表
選
手
選
考

会
）
が
開
催
さ
れ
た
。

　

選
考
会
に
は
、
所
属
大
学
の
学
長
、
チ
ー

ム
監
督
、
各
都
道
府
県
支
部
協
会
の
推
薦
を

受
け
た
72
名
が
参
加
。「
女
子
大
学
日
本
代

表
」
と
し
て
「
第
５
回
女
子
大
学
ア
ジ
ア
カ

ッ
プ
」
に
出
場
す
る
代
表
選
手
「
16
名
」
の

座
を
め
ざ
し
、
選
考
に
臨
ん
だ
。

　

今
回
の
選
考
会
は
、「
実
戦
主
体
」「
試
合

形
式
」
で
の
選
考
と
な
り
、
参
加
者
を
４
つ

の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
ピ
ッ
チ
ャ
ー
は
５
人

の
打
者
と
対
戦
。
打
者
を
い
か
に
打
ち
取
る

ピ
ッ
チ
ン
グ
が
で
き
る
か
が
「
実
戦
」
の
中

で
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
、
５
人
の
打
者
と
の
対
戦

が
終
わ
る
と
次
の
投
手
が
登
板
。
そ
れ
を
繰

り
返
す
形
で
選
考
が
進
め
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
守
備
者
は
基
本
的
な
グ
ラ
ブ
さ
ば

き
や
守
備
範
囲
の
広
さ
、
肩
の
強
さ
や
ス
ロ

ー
イ
ン
グ
の
正
確
性
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

そ
の
ピ
ッ
チ
ャ
ー
の
ピ
ッ
チ
ン
グ
を
冷
静
に

観
察
し
な
が
ら
、
ど
こ
に
打
球
が
飛
ぶ
可
能

性
が
高
い
か
、
相
手
バ
ッ
タ
ー
が
ど
の
よ
う

な
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を
し
て
く
る
か
を
察
知
し
、

適
切
な
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
が
取
れ
て
い
る
か
、

相
手
の
攻
撃
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る

か
、
守
備
者
と
し
て
の
判
断
力
、
セ
ン
ス
が

問
わ
れ
る
選
考
と
な
っ
た
。

　

打
者
も
「
実
戦
形
式
」
で
打
撃
結
果
が
そ

の
ま
ま
継
続
さ
れ
て
い
く
た
め
、
チ
ャ
ン
ス
メ

イ
ク
、
チ
ャ
ン
ス
を
広
げ
る
状
況
で
打
席
に

立
つ
こ
と
も
あ
れ
ば
、
塁
上
を
走
者
が
埋
め
、

大
き
な
得
点
の
チ
ャ
ン
ス
、
走
者
を
還
す
バ

ッ
テ
ィ
ン
グ
が
求
め
ら
れ
る
状
況
で
打
席
に

入
る
こ
と
も
あ
り
、
ピ
ッ
チ
ャ
ー
と
の
力
関

係
も
勘
案
し
な
が
ら
、
そ
の
状
況
を
正
し
く
、

的
確
に
判
断
し
、
自
ら
の
状
況
判
断
に
基
づ

き
、
ど
ん
な
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を
す
る
の
か
、
状

況
判
断
の
正
確
性
や
戦
術
眼
が
厳
し
く
チ
ェ

ッ
ク
さ
れ
る
と
同
時
に
、
状
況
に
応
じ
た
バ

ッ
テ
ィ
ン
グ
を
す
る
だ
け
の
打
撃
技
術
を
有

し
て
い
る
か
が
問
わ
れ
る
選
考
と
な
っ
た
。

　

「
実
戦
形
式
」
で
の
選
考
が
進
め
ら
れ
る

傍
ら
、
ピ
ッ
チ
ャ
ー
は
自
ら
の
有
す
る
球
種

を
申
告
し
、
そ
の
球
種
を
投
げ
込
み
、
ス
ピ

ー
ド
ガ
ン
に
よ
る
球
速
測
定
も
実
施
。
試
合

の
な
い
グ
ル
ー
プ
の
選
手
た
ち
は
、
塁
間
走
、

二
塁
か
ら
本
塁
へ
の
生
還
を
想
定
し
た
走
力

の
タ
イ
ム
測
定
も
行
っ
た
。

　

選
手
た
ち
は
、
選
考
委
員
の
「
厳
し
い

目
」
が
注
が
れ
る
中
、
自
分
の
持
て
る
力
を

全
力
で
ア
ピ
ー
ル
！　

「
日
本
代
表
」
の
座

を
め
ざ
し
、
一
つ
ひ
と
つ
の
プ
レ
イ
に
集
中

力
を
高
め
、
全
力
で
プ
レ
イ
し
て
い
た
。

　

選
考
結
果
は
次
頁
の
通
り
で
、「
第
５
回

女
子
大
学
ア
ジ
ア
カ
ッ
プ
」
は
、
10
月
22
日

～
26
日
、
台
湾
・
南
投
県
埔
里
で
開
催
さ
れ

る
予
定
で
あ
る
。

令和８年度 女子大学日本代表選手
第５回女子大学アジアカップ 出場選手決定！

「３連覇」へ向け、代表選手を選出
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令和８年度女子大学日本代表チーム
（第 5 回女子大学アジアカップ出場選手）

【投手】
栗田 満理奏（園田学園大学）
小林 愛菜（IPU・環太平洋大学）
佐藤 希乃花（日本体育大学）
中島 陽香（金沢学院大学）
増渕 安月（東京女子体育大学）

【捕手】
岡部 七海（日本文理大学）
小林 明音（東北福祉大学）

【内野手】
渋川 ひより（城西大学）
長嶋 涼奈（金沢学院大学）
芳賀 凜（中京大学）
宮﨑 眞緒（東京女子体育大学）
森 心萌（園田学園大学）

【外野手】
柏原 悠（金沢学院大学）
櫛渕 あい（東京女子体育大学）
千田 優美（城西大学）
水島 光（日本体育大学）

令和８年度
女子大学日本代表選手

第５回
女子大学アジアカップ

出場選手

選考会
詳報・動画は

こちら

https://www.softball.or.jp/news/woman-univ-2026/report/0707.html
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第59回
日本女子ソフトボールリーグ

交流節
靜甲 ソルフェジオ

MORI ALL WAVE KANOYA

Platinum Section

６勝２敗

同率
首位

【交流節】　令和８年７月３日（金）～５日（日）
☆プラチナセクション★サファイアセクション合同開催

三重県熊野市／山崎運動公園くまのスタジアム 他

☆プラチナセクション☆

靜甲、MORI ALL WAVE KANOYA
６勝２敗で同率首位

★サファイアセクション★

小泉病院、ペヤング
６勝２敗で首位を並走！！

ペ
ヤ
ン
グ 小泉病院 Blue Arrows

Sapphire Section
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「
第
59
回
日
本
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー

グ
」
交
流
節
は
、
７
月
３
日
（
金
）
～
５
日

（
日
）
の
３
日
間
、
三
重
県
熊
野
市
・
山
崎

運
動
公
園
く
ま
の
ス
タ
ジ
ア
ム
を
主
会
場
に

開
催
さ
れ
た
。

　

交
流
節
は
「
プ
ラ
チ
ナ
セ
ク
シ
ョ
ン
」
１

位
・
３
位
・
５
位
の
チ
ー
ム
が
「
サ
フ
ァ
イ

ア
セ
ク
シ
ョ
ン
」
２
位
・
４
位
・
６
位
の
チ

ー
ム
と
、「
プ
ラ
チ
ナ
セ
ク
シ
ョ
ン
」
２
位
・

４
位
・
６
位
の
チ
ー
ム
が
「
サ
フ
ァ
イ
ア
セ

ク
シ
ョ
ン
」
１
位
・
３
位
・
５
位
の
チ
ー
ム

と
対
戦
す
る
試
合
方
式
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。

　

「
プ
ラ
チ
ナ
セ
ク
シ
ョ
ン
」
で
は
、
こ
の

「
交
流
節
」
を
４
勝
１
敗
の
「
同
率
」
な
が

ら
「
１
位
」
で
迎
え
た
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ 

Ａ
Ｌ
Ｌ 

Ｗ
Ａ
Ｖ
Ｅ 

Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
Ｙ
Ａ
、「
２
位
」
靜
甲

（
同
率
で
並
ぶ
チ
ー
ム
の
直
接
対
決
の
勝
敗

で
順
位
を
決
定
）
が
と
も
に
２
勝
１
敗
。
両

チ
ー
ム
一
歩
も
譲
ら
ず
、
通
算
成
績
を
６
勝

２
敗
と
し
、「
同
率
首
位
」
に
並
ん
で
い
る
。

　

「
３
位
」
は
５
勝
３
敗
の
Ｙ
Ｋ
Ｋ
。
こ
ち

ら
も
「
交
流
節
」
は
２
勝
１
敗
。「
同
率
首

位
」
に
並
ぶ
両
チ
ー
ム
の
背
後
に
つ
け
、
懸

命
に
追
走
し
て
い
る
。

　

「
４
位
」
は
４
勝
４
敗
で
勝
率
５
割
の
花

王
コ
ス
メ
小
田
原
。
こ
ち
ら
も
こ
の
「
交
流

節
」
２
勝
１
敗
で
乗
り
切
っ
た
も
の
の
、
上

位
チ
ー
ム
と
「
相
星
」
と
あ
っ
て
、
そ
の
差

を
詰
め
る
こ
と
が
で
き
ず
…
…
。
上
位
２
チ

ー
ム
が
「
日
本
リ
ー
グ
優
勝
」
を
か
け
て
戦

う
「
順
位
決
定
節
」
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
に
進
む
に

は
、
後
半
戦
は
「
も
う
負
け
ら
れ
な
い
！
」

試
合
が
続
く
こ
と
に
な
る
。

　

「
５
位
」
は
「
サ
フ
ァ
イ
ア
セ
ク
シ
ョ
ン
」

で
首
位
を
快
走
す
る
ペ
ヤ
ン
グ
に
11
︱
２
で

大
勝
し
、
２
勝
目
を
挙
げ
、
通
算
成
績
２
勝

６
敗
と
し
た
厚
木
Ｓ
Ｃ
。
最
終
戦
の
大
和
電

機
戦
も
最
終
回
ツ
ー
ア
ウ
ト
、「
あ
と
一
人
」

の
と
こ
ろ
ま
で
リ
ー
ド
し
て
い
た
の
だ
が
…
…

そ
こ
か
ら
追
い
つ
か
れ
、
延
長
タ
イ
ブ
レ
ー
ク

の
末
、
惜
敗
。
し
か
し
、
試
合
内
容
は
確
実

に
向
上
し
て
い
る
。

　

開
幕
戦
に
勝
利
し
た
後
、
７
連
敗
の
ル
ネ

ス
紅
葉
ス
ポ
ー
ツ
柔
整
専
門
学
校
は
１
勝
７

敗
で
最
下
位
。
こ
の
「
交
流
節
」
で
も
連
敗

を
止
め
ら
れ
ず
、
出
口
の
見
え
な
い
連
敗
の

ト
ン
ネ
ル
の
中
で
あ
え
い
で
い
る
。

　

「
第
59
回
日
本
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー

グ
」
交
流
節
は
、
７
月
３
日
（
金
）
～
５
日

（
日
）
の
３
日
間
、
三
重
県
熊
野
市
・
山
崎

運
動
公
園
く
ま
の
ス
タ
ジ
ア
ム
を
主
会
場
に

開
催
さ
れ
た
。

　

交
流
節
は
前
述
し
た
通
り
の
試
合
方
式
で

行
わ
れ
、「
第
２
節
」
終
了
時
点
で
４
勝
１

敗
の
「
同
率
」
な
が
ら
、「
同
率
」
で
並
ぶ

チ
ー
ム
同
士
の
「
直
接
対
決
」
の
結
果
で

「
１
位
」
と
な
っ
た
ペ
ヤ
ン
グ
、
２
位
の
小

泉
病
院
が
と
も
に
２
勝
１
敗
。
依
然
と
し
て

首
位
を
並
走
す
る
形
と
な
っ
て
い
る
。

　

ペ
ヤ
ン
グ
は
、
今
節
初
戦
の
厚
木
Ｓ
Ｃ
戦

で
大
敗
。「
ミ
ラ
ク
ル
」
な
戦
い
も
こ
れ
ま

で
か
と
思
わ
れ
た
が
、
花
王
コ
ス
メ
小
田
原

戦
に
１
︱
０
の
完
封
勝
ち
。
続
く
「
プ
ラ
チ

ナ
セ
ク
シ
ョ
ン
」
首
位
、「
連
覇
」
を
狙
う

靜
甲
戦
に
も
５
︱
１
で
快
勝
！　

「
ミ
ラ
ク

ル
」
な
戦
い
で
の
快
進
撃
は
ま
だ
ま
だ
終
わ

り
そ
う
に
な
い
。

　

小
泉
病
院
も
初
戦
の
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ 

Ａ
Ｌ
Ｌ 

Ｗ

Ａ
Ｖ
Ｅ 

Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
Ｙ
Ａ
戦
に
０
︱
５
の
完
敗

を
喫
し
、
続
く
ル
ネ
ス
紅
葉
ス
ポ
ー
ツ
柔
整

専
門
学
校
戦
も
最
終
回
「
ま
さ
か
…
…
」
の

同
点
ツ
ー
ラ
ン
を
浴
び
、
追
い
つ
か
れ
る
「
窮

地
」
も
あ
っ
た
が
、
そ
の
裏
、「
キ
ャ
プ
テ

ン
」
上
田
爽
樺
の
サ
ヨ
ナ
ラ
ホ
ー
ム
ラ
ン
で
息

を
吹
き
返
し
、
最
終
戦
の
Ｙ
Ｋ
Ｋ
戦
は
８
︱

１
で
大
勝
。「
同
率
首
位
」の
座
を
守
っ
て
い
る
。

　

４
勝
４
敗
の
勝
率
５
割
で
「
同
率
３
位
」

に
並
ぶ
の
は
大
和
電
機
と
平
林
金
属
。「
同
率

首
位
」
に
並
ぶ
２
チ
ー
ム
を
懸
命
に
追
走
し

て
は
い
る
も
の
の
、「
日
本
リ
ー
グ
優
勝
」
を

争
う
「
順
位
決
定
節
」
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
進
出
を

果
た
す
に
は
「
２
位
以
上
」
に
順
位
を
上
げ

る
必
要
が
あ
り
、
後
半
戦
は
「
絶
対
に
負
け

ら
れ
な
い
」
戦
い
が
続
く
こ
と
に
な
る
。

　

「
５
位
」
は
３
勝
５
敗
の
Ｖ
Ｏ
Ｎ
Ｄ
Ｓ
市

原
。
２
年
連
続
「
日
本
リ
ー
グ
準
優
勝
」
の

実
力
派
チ
ー
ム
で
あ
り
、「
今
年
こ
そ
日
本

リ
ー
グ
優
勝
」
と
意
気
込
ん
で
迎
え
た
シ
ー

ズ
ン
だ
っ
た
の
だ
が
…
…
こ
こ
ま
で
は
苦
し

い
戦
い
が
続
い
て
い
る
。

　

開
幕
か
ら
勝
ち
星
な
し
で
「
交
流
節
」
に

臨
ん
だ
Ｃ
ｉ
ｔ
ｒ
ｉ
ｎ
ｅ 

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ｅ

は
、
開
幕
７
戦
目
に
し
て
ル
ネ
ス
紅
葉
ス
ポ

ー
ツ
柔
整
専
門
学
校
に
４
︱
０
の
完
封
勝
ち
。

嬉
し
い
「
今
シ
ー
ズ
ン
初
勝
利
」
と
島
根
県

雲
南
市
へ
の
「
本
拠
地
移
転
後
初
勝
利
」
を

挙
げ
、
通
算
成
績
１
勝
７
敗
と
し
て
い
る
。

●
交
流
節
・
プ
ラ
チ
ナ
セ
ク
シ
ョ
ン
概
要
●

●
交
流
節
・
サ
フ
ァ
イ
ア
セ
ク
シ
ョ
ン
概
要
●

「連覇」を狙う靜甲は６勝２敗で「同率首位」

嬉しい「今シーズン初勝利」と
「本拠地移転後初勝利」を挙げた
Citrine SHIMANE
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Special  Event

～ Special Event ～
 東海地区大学選抜　４－０　JSL Jr オールスター  

～ DREAM MATCH ～
 レジェンドチーム　１－３　JSL オールスター 

～ ALL STAR GAME ～
  プラチナ選抜　０－５　サファイア選抜

試合のスコアをクリックするとその試合の詳細レポートがご覧になれます

※試合のスコアをクリックすると各試合のレポートがご覧になれます

https://jsl-women.com/game_lives/vod/2985/
https://jsl-women.com/game_lives/vod/2986/
https://jsl-women.com/game_lives/vod/2987/
https://jsl-women.com/game_lives/vod/2967/
https://jsl-women.com/game_lives/vod/2968/
https://jsl-women.com/game_lives/vod/2969/
https://jsl-women.com/game_lives/vod/2970/
https://jsl-women.com/game_lives/vod/2971/
https://jsl-women.com/game_lives/vod/2972/
https://jsl-women.com/game_lives/vod/2973/
https://jsl-women.com/game_lives/vod/2974/
https://jsl-women.com/game_lives/vod/2975/
https://jsl-women.com/game_lives/vod/2976/
https://jsl-women.com/game_lives/vod/2977/
https://jsl-women.com/game_lives/vod/2978/
https://jsl-women.com/game_lives/vod/2979/
https://jsl-women.com/game_lives/vod/2980/
https://jsl-women.com/game_lives/vod/2981/
https://jsl-women.com/game_lives/vod/2982/
https://jsl-women.com/game_lives/vod/2983/
https://jsl-women.com/game_lives/vod/2984/
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大会結果詳報、戦績表、チーム紹介・選手プロフィール、試合スケジュール等詳細は

JSL オフィシャルウェブサイトで　https://jsl-women.com/

https://jsl-women.com/
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【
大
会
概
要
】

　

標
記
大
会
が
、
７
月
11
日
（
土
）
～
13
日

（
月
）
の
３
日
間
、
長
野
県
伊
那
市
・
伊
那
ニ

ッ
パ
ツ
ス
タ
ジ
ア
ム
を
主
会
場
に
開
催
さ
れ
た
。

　

大
会
に
は
、
前
年
度
優
勝
・
準
優
勝
チ
ー

ム
、
各
地
区
・
各
都
府
県
の
予
選
を
勝
ち
抜

い
た
代
表
32
チ
ー
ム
が
集
結
。
大
会
初
日
、

６
球
場
を
使
用
し
、
１
回
戦
16
試
合
を
行
い
、

２
日
目
は
４
球
場
で
２
回
戦
８
試
合
・
準

々
決
勝
４
試
合
の
計
12
試
合
を
実
施
。
大
会

最
終
日
は
主
会
場
で
あ
る
伊
那
ニ
ッ
パ
ツ
ス

タ
ジ
ア
ム
、
伊
那
ニ
ッ
パ
ツ
野
球
場
の
２
球

場
で
準
決
勝
２
試
合
・
決
勝
１
試
合
の
計
３

試
合
を
行
い
、
全
日
程
を
終
了
し
た
。

　

大
会
初
日
は
厳
し
い
暑
さ
の
中
で
の
試
合

と
な
っ
た
が
、
２
日
目
は
曇
天
で
比
較
的
涼

し
く
、
最
終
日
は
準
決
勝
の
試
合
開
始
直
前

に
雨
に
見
舞
わ
れ
る
場
面
も
あ
っ
た
が
、
大

会
運
営
ス
タ
ッ
フ
の
熱
意
と
情
熱
、
祈
り
が

天
に
通
じ
た
か
、
予
定
さ
れ
た
日
程
で
大
会

を
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

準
決
勝
に
は
、「
連
覇
」
を
狙
う
三
重
ヴ
ェ

ル
デ
ウ
ィ
ン
（
三
重
）、「
第
25
回
大
会
」
以
来

の
「
戴
冠
」
を
め
ざ
す
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
ダ
イ
ワ
ア

ク
ト
（
佐
賀
）、「
初
優
勝
」
へ
向
け
、
突
っ
走

る
株
式
会
社
山
口
水
産
（
鹿
児
島
）、
前
年
度

準
優
勝
、「
今
年
こ
そ
優
勝
！
」
と
意
気
込
む

日
本
エ
コ
シ
ス
テ
ム
（
岐
阜
）、
す
べ
て
「
日

本
リ
ー
グ
」
の
チ
ー
ム
が
勝
ち
上
が
り
、「
ク

ラ
ブ
男
子
日
本
一
」
の
座
を
か
け
、
戦
っ
た
。

第４７回全日本クラブ男子選手権大会
令和８年７月11日（土）～13日（月）　長野県伊那市／伊那ニッパツスタジアム 他

記録提供：長野県協会記録委員会

株式会社山口水産（鹿児島）

初の栄冠に輝く！

大会 MVP・木場田翔也
（株式会社山口水産）

優秀選手・青木琉真
（SAGA ダイワアクト）
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〈準決勝〉
SAGA ダイワアクト ５－３ 三重ヴェルデウィン

　先攻のSAGAダイワアクトは初回、三重ヴェルデウィンの先発・倉光
夏惟人の立ち上がりに襲いかかり、死球、犠打、安打で一死一・三塁と
攻め立て、４番・升水大瑚の右犠飛で先取点を挙げ、なお続く二死三塁
のチャンスで５番・永松幸太郎がセンター頭上を越えるツーランホーム
ラン！　初回に３点を先制し、３回表には３番・古川恵士の適時二塁打
で1点、６回表には、８番・佐藤翼のタイムリーでダメ押しの１点を加え、
５－３で逃げ切り、勝利を収めた。
　三重ヴェルデウィンも５回裏に９番・井上匠、６回裏には５番・有村
翼冴の本塁打で追い上げたが、あと一歩及ばず、「連覇」は夢と消えた。

「連覇」を狙う三重ヴェルデウィンも
終盤、懸命の追い上げを見せたが…

〈準決勝〉
日本エコシステム ０－３ 株式会社山口水産

　後攻の山口水産は初回、死球で出塁した走者を一塁に置き、３番・瀬
村太郎がライトスタンドへ先制のツーランホームラン！　この「一発」で
試合の流れを引き寄せ、５回裏には、５番・池田蓮がレフトスタンドへダ
メ押しの「一発」を放ち、３－０とリードを広げ、勝利を決定づけた。
　守っては、先発・木場田翔也が日本エコシステム打線を抑え込み、被
安打２・奪三振８の好投。１回戦で「完全試合」を達成する等、今大会
「絶好調」の右腕が、この試合でもほぼ「完璧」なピッチングを見せ、
見事な完封で決勝進出！　「初優勝」に王手をかけた。 山口水産は初回、瀬村太郎の

ツーランホームランで先制！

大会結果の詳報、全試合のイニングスコア等は、
日本ソフトボール協会オフィシャルホームページで決勝戦ダイジェスト動画はこちら

〈決勝〉
SAGA ダイワアクト １－３ 株式会社山口水産

　後攻の山口水産は初回、SAGAダイワアクトの先発・青木琉真の立ち上がりをとらえ、１番・小島銀河が死
球で出塁すると、２番・下池勝翔が何度か送りバントを試みた後、「強打」に切り替え、左中間を切り裂く適
時三塁打。先取点を挙げ、一死後、４番・文田修斗がスクイズを決め、この回２点目。試合の主導権を握った。
　２点を追うSAGAダイワアクトは３回表、四球で出塁した走者を手堅く犠打で二塁へ進め、二死後、
意表を突く三盗。２番・豊村友之介の二塁内野安打で三塁走者が還り、１点を返した。
　１点差とされた山口水産はその裏、二死走者なしから５番・池田蓮が積極果敢に初球を狙い打ち！　
レフトスタンドへ「超特大」の一発を放ち、３－１と再び２点差にリードを広げた。
　SAGAダイワアクトは終盤6回表、1番・森川凱貴、2番・豊村
友之介の連打、ワイルドピッチで無死二・三塁とし、一死後、4番・
升水瑛珈の死球で満塁。「一打同点」「長打が出れば逆転」の場面
を作ったが、力投を続ける山口水産・木場田翔也の前にあと一本
が出ず……無得点。このリードを木場田翔也が最後まで守り切り、
3－1で勝利を収め、歓喜の「初優勝」。粘るSAGAダイワアクト
を振り切り、「初」の栄冠をつかみとった。 山口水産、歓喜の初優勝！

https://www.softball.or.jp/game/club_mens/tournament2026/tournament.html
https://www.youtube.com/watch?v=Zg1Z4S82wYg
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４
月
に
開
幕
し
た
「
Ｊ
Ｄ
リ
ー
グ
」、
男

子
の
「
日
本
リ
ー
グ
」
は
し
ば
し
の
「
サ
マ

ー
ブ
レ
イ
ク
」
に
入
り
、
女
子
リ
ー
グ
も
７

月
３
日
（
金
）
～
５
日
（
日
）、「
交
流
節
」

を
最
後
に
、
９
月
の
後
半
戦
再
開
ま
で
の
中

断
期
間
に
入
っ
た
。

　

「
交
流
節
」
で
は
、
公
式
戦
の
実
施
と
と

も
に
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
も
実
施
さ
れ
、
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
の
「
未
来
」
を
担
う
た
く
さ
ん
の

子
ど
も
た
ち
が
会
場
に
集
い
、
恒
例
の
「
フ
ァ

ー
ス
ト
ピ
ッ
チ
セ
レ
モ
ニ
ー
」（
始
球
式
）、「
エ

ス
コ
ー
ト
キ
ッ
ズ
」
は
も
ち
ろ
ん
、
大
会
最
終

日
の
「
レ
ジ
ェ
ン
ド
」
と
の
「
ド
リ
ー
ム
マ
ッ

チ
」
や
「
オ
ー
ル
ス
タ
ー
戦
」
で
は
、「
ボ
ー

ル
ガ
ー
ル
」「
バ
ッ
ト
ガ
ー
ル
」
と
し
て
グ
ラ

ウ
ン
ド
を
元
気
に
駆
け
回
り
、
試
合
会
場
に

「
笑
顔
」
と
「
元
気
」
を
届
け
て
く
れ
た
。

　

７
月
中
旬
か
ら
は
「
ク
ラ
ブ
男
子
選
手
権

大
会
」
の
開
催
を
皮
切
り
に
、
全
日
本
大
会

（
全
国
大
会
）
の
開
催
が
ス
タ
ー
ト
！　

「
日
本
一
」
の
座
を
め
ざ
し
、
全
国
各
地
で

熱
戦
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　

尋
常
で
な
い
暑
さ
や
不
安
定
な
天
候
、
開

催
地
で
は
様
々
な
「
対
策
」
が
講
じ
ら
れ
、

天
気
予
報
と
に
ら
め
っ
こ
し
な
が
ら
、
雨

風
へ
の
対
策
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
等
に
奔
走
。

力
を
尽
く
し
て
く
れ
て
い
る
。
屋
外
競
技
の

「
宿
命
」、
競
技
の
運
営
・
進
行
が
天
候
に

左
右
さ
れ
る
こ
と
か
ら
は
逃
れ
ら
れ
な
い
が
、

今
後
も
順
調
な
大
会
開
催
が
続
く
こ
と
を
願

う
ば
か
り
で
あ
る
。

いよいよ夏の全日本（全国）大会の季節到来

暑さも雨も熱意と情熱で吹き飛ばせ！
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第59回日本女子ソフトボールリーグ 交流節

第47回全日本クラブ男子ソフトボール選手権大会
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本
理
事
会
は
会
場
集
合
方
式
と
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
会
議
方
式
（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
）
の
併
用
と
し
、
出
席
者
が
一
堂
に
会
す

る
の
と
同
等
に
適
時
・
的
確
な
意
見
表
明
が

互
い
に
で
き
る
状
態
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を

確
認
。
理
事
25
名
中
出
席
24
名
（
欠
席
１

名
）、
出
席
監
事
２
名
（
欠
席
１
名
）
で
定

款
第
36
条
に
基
づ
き
本
理
事
会
は
成
立
す
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
、
審
議
が
行
わ
れ
た
。

●
審
議
事
項

第
１
号
議
案

常
務
理
事
（
業
務
執
行
理
事
）
に
つ
い
て

第
２
号
議
案

各
本
部
長
・
副
本
部
長
・
担
当
理
事

に
つ
い
て

第
３
号
議
案

各
専
門
委
員
会
委
員
長
・
副
委
員
長

に
つ
い
て

　

岡
本
専
務
理
事
よ
り
、
定
款
第
26
条
第
２

項
に
よ
り
、
会
長
、
副
会
長
、
専
務
理
事
及

び
常
務
理
事
は
、
理
事
会
の
決
議
に
よ
っ
て

理
事
の
中
か
ら
選
定
す
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
、

次
の
よ
う
に
提
案
さ
れ
た
。

◎
常
務
理
事

　

佐
々
木
幸
治
理
事

　

大
沼
信
一
理
事

　

西
康
弘
理
事

　

秋
枝
英
行
理
事

　

谷
田
圭
司
理
事

　

神
谷
和
宏
理
事

　

木
田
京
子
理
事

　

佐
藤
理
恵
理
事

　　

以
上
を
推
薦
す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
た
。

　　

続
け
て
、
本
部
長
、
副
本
部
長
、
担
当
理

事
、
及
び
各
本
部
に
付
随
す
る
専
門
委
員
会

委
員
長
、
副
委
員
長
に
つ
い
て
、
各
委
員
会

の
業
務
内
容
や
審
議
し
て
も
ら
い
た
い
内
容

を
含
め
、
詳
細
な
説
明
を
行
い
な
が
ら
、
各

●
令
和
８
年
度 

第
４
回
理
事
会
議
事
録
●

期
日
：
令
和
８
年
６
月
26
日
（
金
）

　
　
　

13
：
00
～
13
：
30

場
所
：
東
京
・
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ 

Ｓ
ｐ
ｏ
ｒ
ｔ

Ｏ
ｌ
ｙ
ｍ
ｐ
ｉ
ｃ 

ｓ
ｑ
ｕ
ａ
ｒ
ｅ

／
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
会
議
方
式
併
用

理
事
現
在
数
：
25
名

出
席
理
事
：
24
名

欠
席
理
事
：
１
名

出
席
監
事
：
３
名

議
長
：
会
長 

河
合　

満
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本
部
長
、
副
本
部
長
、
担
当
理
事
、
委
員
会

委
員
長
が
推
薦
さ
れ
た
。

　

推
薦
・
提
案
の
内
容
は
次
の
通
り
。

●
事
業
総
括
本
部

【
本
部
長
】
西
康
弘
理
事

【
副
本
部
長
】
秋
枝
英
行
理
事

【
担
当
理
事
】
岩
﨑
眞
美
理
事

【
担
当
理
事
】
稲
福
孝
理
事

【
担
当
理
事
】
鈴
木
優
子
理
事

※
岩
﨑
理
事
は
指
導
者
担
当

〇
総
務
委
員
会

《
委
員
長
》
西
康
弘
理
事

《
副
委
員
長
》
秋
枝
英
行
理
事

〇
技
術
委
員
会

《
委
員
長
》
稲
福
孝
理
事

《
副
委
員
長
》
鈴
木
優
子
理
事

〇
指
導
者
委
員
会

《
委
員
長
》
後
日
選
定

〇
財
務
委
員
会

《
委
員
長
》
秋
枝
英
行
理
事

●
事
業
運
営
本
部

【
本
部
長
】
佐
々
木
幸
治
理
事

【
副
本
部
長
】
神
谷
和
宏
理
事

【
担
当
理
事
】
白
土
な
ほ
子
理
事

【
担
当
理
事
】
平
井
靖
之
理
事

【
担
当
理
事
】
鈴
木
利
夫
理
事

※
白
土
理
事
は
医
事
担
当

〇
審
判
ル
ー
ル
委
員
会

《
委
員
長
》
神
谷
和
宏
理
事

〇
記
録
委
員
会

《
委
員
長
》
村
田
文
敏
理
事

〇
医
事
委
員
会

《
委
員
長
》
成
田
和
穂
氏

〇
リ
ー
グ
委
員
会

《
委
員
長
》
佐
々
木
幸
治
理
事

《
副
委
員
長
》
平
井
靖
之
理
事

《
副
委
員
長
》
鈴
木
利
夫
理
事

●
企
画
推
進
本
部

【
本
部
長
】
鈴
木
俊
一
副
会
長

【
担
当
理
事
】
西
村
昭
宏
理
事

〇
ア
ス
リ
ー
ト
委
員
会

《
委
員
長
》
後
日
選
定

〇
広
報
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
委
員
会

《
委
員
長
》
西
村
昭
宏
理
事

各本部長、副本部長、担当理事、及び各本部に付随する専門委員会委員長、副委員長等が推薦され、審議・決定された
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●
普
及
本
部

【
本
部
長
】
谷
田
圭
司
理
事

【
副
本
部
長
】
大
沼
信
一
理
事

【
担
当
理
事
】
荒
木
香
織
理
事

〇
普
及
委
員
会

《
委
員
長
》
谷
田
圭
司
理
事

《
副
委
員
長
》
金
谷
裕
司
氏

〇
Ａ
Ｓ
Ｏ
Ｂ
Ａ
Ｌ
Ｌ
委
員
会

《
委
員
長
》
大
沼
信
一
理
事

〇
ア
ン
ダ
ー
カ
テ
ゴ
リ
ー
対
策
部
会

《
委
員
長
》
後
日
選
定

●
国
際
本
部

【
本
部
長
】
佐
藤
理
恵
理
事

【
担
当
理
事
】
山
田
博
子
理
事

〇
国
際
連
携
委
員
会

《
委
員
長
》
佐
藤
理
恵
理
事

〇
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
５
委
員
会

《
委
員
長
》
後
日
選
定

●
選
手
強
化
本
部

【
本
部
長
】
木
田
京
子
理
事

【
担
当
理
事
】
岡
田
理
恵
理
事

〇
男
子
強
化
委
員
会

《
委
員
長
》
後
日
選
定

〇
女
子
強
化
委
員
会

《
委
員
長
》
後
日
選
定

〇
倫
理
・
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
委
員
会

《
委
員
長
》
岡
本
友
章
専
務
理
事

《
副
委
員
長
》
清
水
光
理
事

〇
中
長
期
計
画
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
委
員
会

《
委
員
長
》
岡
本
友
章
専
務
理
事

《
副
委
員
長
》
岡
田
理
恵
理
事

〇
Ｌ
Ａ
28
強
化
特
別
委
員
会

《
委
員
長
》
岡
本
友
章
専
務
理
事

　

以
上
、
選
定
の
経
緯
・
詳
細
が
説
明
さ
れ
、

提
案
さ
れ
た
。

　

こ
の
提
案
を
受
け
、
審
議
が
行
わ
れ
、
審

議
の
結
果
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

　

な
お
、
次
回
７
月
５
日
の
理
事
会
ま
で
に

各
委
員
長
は
担
当
・
所
管
す
る
委
員
会
の
委

員
を
選
定
し
、
推
薦
す
る
よ
う
要
請
さ
れ
た
。

第
４
号
議
案

女
性
活
躍
・
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

新
設
に
つ
い
て

　

岡
本
専
務
理
事
よ
り
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
コ
ー

ド
や
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
（
公
益
財
団
法
人
日
本
ス
ポ

ー
ツ
協
会
）
国
ス
ポ
競
技
選
定
等
で
指
摘
さ

れ
た
女
性
ア
ス
リ
ー
ト
や
審
判
員
、
記
録
員

等
の
活
躍
の
場
を
広
げ
、
さ
ら
な
る
普
及
振

興
、
活
性
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

役
員
、
選
手
、
審
判
員
、
記
録
員
等
で
構
成

す
る
委
員
に
よ
る
、
女
性
が
活
躍
す
る
た
め

の
課
題
解
決
に
特
化
し
た
議
論
を
行
う
こ
と

を
目
的
と
す
る
「
特
別
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

設
置
す
る
こ
と
。
期
間
は
令
和
８
年
８
月
か

ら
４
年
間
を
目
途
に
、
各
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
あ

る
一
定
の
成
果
や
方
向
性
を
明
確
に
示
し
て

い
く
こ
と
が
提
案
さ
れ
た
。

　

西
常
務
理
事
よ
り
、
こ
の
委
員
の
選
出
方

法
に
つ
い
て
確
認
さ
れ
、
岡
本
専
務
理
事
よ

り
、
審
判
員
、
記
録
員
に
つ
い
て
は
、
そ
れ

ぞ
れ
神
谷
審
判
ル
ー
ル
委
員
長
、
村
田
記
録

委
員
長
に
、
選
手
に
つ
い
て
は
西
総
務
委
員

長
と
木
田
選
手
強
化
本
部
長
で
協
議
し
て
推

薦
し
て
も
ら
い
た
い
と
の
構
想
が
示
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
山
田
理
事
や
岩
﨑
理
事
、
大
沼
常

務
理
事
よ
り
、
野
球
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
に
お

け
る
取
り
組
み
や
各
地
区
・
各
都
道
府
県
で

の
実
践
事
例
が
紹
介
さ
れ
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
河
合
会
長
よ
り
外
部
理
事

の
他
競
技
に
お
け
る
実
践
事
例
、
各
地
区
・

各
都
道
府
県
、
市
町
村
等
で
の
取
り
組
み
等

を
調
査
・
集
約
し
、
女
性
が
活
躍
で
き
る
場

の
提
供
、
環
境
整
備
を
行
っ
て
い
く
よ
う
要

望
が
出
さ
れ
た
。

　

こ
れ
ら
の
提
案
、
意
見
を
受
け
、
審
議
が

行
わ
れ
、
審
議
の
結
果
、
原
案
通
り
承
認
。

今
後
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
及
び
委
員
を

選
定
す
る
こ
と
が
確
認
・
了
承
さ
れ
た
。

第
５
号
議
案

女
子
Ｔ
Ｏ
Ｐ
日
本
代
表
チ
ー
ム

派
遣
選
手
変
更
に
つ
い
て

　

岡
本
専
務
理
事
よ
り
、
女
子
Ｔ
Ｏ
Ｐ
日
本

代
表
チ
ー
ム
の
「
第
１
次
国
内
強
化
合
宿
」

か
ら
「
第
18
回
女
子
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ･

グ

ル
ー
プ
ス
テ
ー
ジ
」「
第
１
次
海
外
強
化
合

宿
」
と
続
く
一
連
の
派
遣
選
手
に
つ
い
て
、

選
出
さ
れ
て
い
た
須
藤
志
歩
選
手
（
豊
田
自

動
織
機
）
が
ケ
ガ
の
た
め
参
加
に
支
障
が
あ

る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
所
属
先
よ
り
報
告

さ
れ
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、「
Ｌ
Ａ
28
強
化
特
別
委
員

会
」
で
個
別
に
議
論
・
協
議
を
行
い
、
医
事

委
員
で
女
子
Ｔ
Ｏ
Ｐ
日
本
代
表
チ
ー
ム
を
管

轄
す
る
服
部
幹
彦
ド
ク
タ
ー
の
医
学
的
見
地

か
ら
の
判
断
・
意
見
も
踏
ま
え
、
事
業
に
参

加
す
る
こ
と
が
妥
当
で
な
く
、
代
替
選
手
を

派
遣
す
る
こ
と
、
こ
の
派
遣
選
手
の
選
考
に

つ
い
て
は
、
今
季
の
打
撃
成
績
、
特
に
対
外

国
人
選
手
と
の
対
戦
成
績
が
好
調
で
あ
り
、

須
藤
選
手
の
守
備
位
置
を
含
む
内
野
の
複
数

ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
守
れ
る
選
手
と
い
う
点
を
考

慮
し
、
木
村
愛
選
手
（
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
Ｏ
Ｇ

Ｉ
）
を
選
出
す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
た
。
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な
お
、
既
に
「
第
１
次
国
内
強
化
合
宿
」

は
開
始
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
件
は
事

後
承
認
と
な
っ
て
し
ま
う
が
、
大
会
ま
で
期

間
が
な
い
こ
と
も
考
慮
の
上
、
了
承
が
求
め

ら
れ
た
。

　

な
お
、
須
藤
選
手
は
８
月
に
は
回
復
見
込

み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
９
月
の
「
第
20
回
ア

ジ
ア
競
技
大
会
（
２
０
２
６
／
愛
知
・
名
古

屋
）」
選
出
選
手
と
し
て
は
、
そ
の
ま
ま
残

す
こ
と
が
併
せ
て
説
明
さ
れ
た
。

　

以
上
の
経
緯
・
詳
細
の
説
明
を
受
け
、
審

議
が
行
わ
れ
、
審
議
の
結
果
、
本
件
に
つ
い

て
は
了
承
さ
れ
た
。

第
６
号
議
案

事
務
局
へ
の
出
向
勤
務
者
に
つ
い
て

　

岡
本
専
務
理
事
よ
り
、
事
務
局
の
業
務
強

化
の
た
め
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
よ
り
出
向
勤
務

者
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
た
。

　

勤
務
者
は
山
之
内
克
憲
氏
（
現
・
ト
ヨ
タ

自
動
車
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
部
長
）、
契

約
期
間
は
２
０
２
６
年
８
月
１
日
～
２
０
２

８
年
８
月
１
日
の
２
年
間
と
し
、
事
務
局
に

お
け
る
役
職
は
総
合
企
画
室
長
、
経
費
は
出

向
負
担
金
、
通
勤
定
期
代
、
労
災
保
険
、
健

康
診
断
費
用
、
出
向
時
の
出
張
経
費
実
費

（
日
本
協
会
旅
費
規
程
基
準
に
基
づ
く
）
は

日
本
協
会
が
負
担
、
ま
た
、
出
向
期
間
分
年

次
有
給
休
暇
は
当
協
会
服
務
規
程
に
基
づ
き

付
与
す
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
た
。

　

以
上
が
説
明
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
本
件

に
つ
い
て
は
了
承
さ
れ
た
。

●
報
告
事
項

（
１
）
今
後
の
常
務
理
事
会
及
び

　
　
　

理
事
会
の
日
程
調
整
に
つ
い
て

　

岡
本
専
務
理
事
よ
り
、
前
回
理
事
会
で
一

部
伝
達
し
た
理
事
会
日
程
に
つ
い
て
、
河
合

会
長
と
の
日
程
調
整
の
結
果
、
第
５
回
理
事

会
以
降
の
理
事
会
日
程
が
示
さ
れ
た
。

　　

ま
た
、
常
務
理
事
会
の
日
程
に
つ
い
て
は
、

現
在
事
業
計
画
で
示
さ
れ
て
い
る
日
程
か
ら
、

こ
れ
に
近
い
日
程
で
再
度
河
合
会
長
と
日
程

調
整
し
、
次
回
理
事
会
で
報
告
す
る
こ
と
が

説
明
さ
れ
た
。

　

併
せ
て
、
各
委
員
会
の
会
議
回
数
や
時
期

の
目
安
が
示
さ
れ
、
本
日
選
出
さ
れ
た
各
委

員
長
に
委
員
会
日
程
の
設
定
・
調
整
が
要
請

さ
れ
た
。

（
２
）
事
務
局
員
紹
介

　

岡
本
専
務
理
事
よ
り
事
務
局
員
を
紹
介
。

各
事
務
局
員
が
一
人
ひ
と
り
自
己
紹
介
を
行

っ
た
。

「第18回女子ワールドカップ グループステージ」に急遽招集が
決まった木村愛選手（SHIONOGI）。※写真中央

ト
ヨ
タ
自
動
車
か
ら
日
本
協
会
に
出
向
と
な
る

山
之
内
克
憲
氏

精力的な働きで日本のソフトボールを支える（公財）日本ソフトボール協会事務局員の皆さん
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本
理
事
会
は
会
場
集
合
方
式
と
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
会
議
方
式
（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
）
の
併
用
と
し
、
出
席
者
が
一
堂
に
会
す

る
の
と
同
等
に
適
時
・
的
確
な
意
見
表
明
が

互
い
に
で
き
る
状
態
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を

確
認
。
理
事
25
名
中
出
席
21
名
（
欠
席
４

名
）、
出
席
監
事
３
名
で
定
款
第
36
条
に
基

づ
き
本
理
事
会
は
成
立
す
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
、
審
議
が
行
わ
れ
た
。

●
審
議
事
項

第
１
号
議
案

各
委
員
会
委
員
の
選
定
に
つ
い
て

　

岡
本
専
務
理
事
よ
り
、
前
回
理
事
会
に
て

承
認
さ
れ
た
本
部
長
、
副
本
部
長
、
担
当
理

事
、
お
よ
び
各
本
部
に
連
な
る
委
員
会
委
員

長
、
副
委
員
長
、
各
委
員
会
の
委
員
が
推
薦

さ
れ
た
。

　

総
務
委
員
会
、
技
術
委
員
会
、
指
導
者
委

員
会
、
審
判
ル
ー
ル
委
員
会
、
記
録
委
員
会

に
つ
い
て
は
９
地
区
よ
り
選
出
さ
れ
た
委
員

及
び
委
員
長
推
薦
の
委
員
が
追
加
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
指
導
者
委
員
会
で
は
前
回
理
事
会

で
未
定
と
な
っ
て
い
た
委
員
長
、
副
委
員
長

が
推
薦
さ
れ
（
※
詳
細
は
別
紙
参
照
）、
西

常
務
理
事
よ
り
総
務
委
員
会
の
北
信
越
選
出

委
員
に
誤
り
が
あ
り
、
前
田
是
幸
氏
か
ら
廣

瀬
修
氏
へ
修
正
。
ま
た
、
特
別
委
員
会
の
中

長
期
計
画
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
委
員
会
と
Ｌ
Ａ
28
強
化

特
別
委
員
会
に
つ
い
て
は
、
総
務
委
員
長
で

あ
る
西
常
務
理
事
を
追
加
す
る
こ
と
が
提
案

さ
れ
た
（
特
別
委
員
会
の
委
員
に
西
常
務
理

事
が
就
く
こ
と
に
つ
い
て
は
、
理
事
会
後
、

岡
本
専
務
理
事
に
よ
り
承
諾
）。

　

こ
れ
を
受
け
て
審
議
が
行
わ
れ
、
審
議
の

結
果
、
一
部
修
正
を
加
え
た
原
案
通
り
の
内

容
で
「
第
１
号
議
案
」
は
承
認
さ
れ
た
。

第
２
号
議
案

常
務
理
事
会
規
程
の
改
定
に
つ
い
て

　

岡
本
専
務
理
事
よ
り
、「
常
務
理
事
会
規

程
」
の
改
定
案
が
示
さ
れ
、
い
っ
た
ん
現
行

の
規
程
を
廃
止
し
、
新
た
な
趣
旨
・
内
容
に

●
令
和
８
年
度 

第
５
回
理
事
会
議
事
録
●

期
日
：
令
和
８
年
７
月
５
日
（
日
）

　
　
　

13
：
30
～
14
：
30

場
所
：
東
京
・
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ 

Ｓ
ｐ
ｏ
ｒ
ｔ

Ｏ
ｌ
ｙ
ｍ
ｐ
ｉ
ｃ 

ｓ
ｑ
ｕ
ａ
ｒ
ｅ

／
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
会
議
方
式
併
用

理
事
現
在
数
：
25
名

出
席
理
事
：
21
名

欠
席
理
事
：
４
名

出
席
監
事
：
３
名

議
長
：
会
長 

河
合　

満

https://www.softball.or.jp/bulletin/index/pdf/2026-27_Jsa_officer.pdf
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変
更
す
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
た
。
変
更
の
趣

旨
と
し
て
、
前
会
長
も
現
会
長
も
本
業
が
多

忙
で
あ
り
、
会
長
が
必
ず
出
席
し
て
実
施
す

る
こ
と
が
困
難
な
状
況
に
あ
り
、「
常
務
理

事
会
」
は
い
わ
ば
「
作
戦
会
議
」
の
位
置
づ

け
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
専
務
理
事
が
中
心
と

な
っ
て
常
務
理
事
８
名
と
と
も
に
議
論
し
、

そ
の
内
容
は
会
議
前
後
に
会
長
と
共
有
の
上
、

連
携
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
説
明
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
会
長
、
副
会
長
の
参
加
が
必
要
な

「
重
要
案
件
」
に
つ
い
て
は
、
会
長
、
副
会

長
も
参
加
で
き
る
形
で
実
施
す
る
こ
と
も
可

能
と
な
る
よ
う
に
し
て
い
る
旨
の
説
明
が
な

さ
れ
た
。

　

こ
れ
ら
の
提
案
趣
旨
の
説
明
を
受
け
、
審

議
が
行
わ
れ
、「
第
２
号
議
案
」
は
原
案
通

り
承
認
さ
れ
た
。

第
３
号
議
案

第
18
回
女
子
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ･

グ
ル
ー
プ
ス
テ
ー
ジ

「
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
」
に
つ
い
て

　

岡
本
専
務
理
事
よ
り
、
本
理
事
会
の
前
日

に
出
発
し
た
「
女
子
Ｔ
Ｏ
Ｐ
日
本
代
表
」
が
出

場
す
る
「
第
18
回
女
子
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ･

グ

ル
ー
プ
ス
テ
ー
ジ
」
の
「
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
」

に
つ
い
て
、
こ
れ
か
ら
理
事
に
ペ
ル
ー
に
出
張

を
依
頼
す
る
こ
と
は
現
実
的
で
な
く
、
宇
津
木

麗
華
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
が
当
協
会
副
会
長
で
も
あ

る
こ
と
か
ら
「
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
」
を
兼
任
し

て
も
ら
う
こ
と
が
提
案
さ
れ
、
了
承
さ
れ
た
。

第
４
号
議
案

大
会
派
遣
役
員
に
つ
い
て

　

西
総
務
委
員
長
よ
り
「
全
日
本
大
会
派
遣

割
当
表
」
が
提
示
さ
れ
、
現
時
点
で
は
役
員

改
選
が
行
わ
れ
た
ば
か
り
で
あ
り
、
７
月
中

旬
よ
り
開
催
さ
れ
る
全
日
本
大
会
（
全
国
大

会
）
か
ら
８
月
の
「
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
」（
高

校
選
手
権
）、「
全
中
」（
全
国
中
学
校
）
ま

で
の
派
遣
割
当
案
と
な
る
こ
と
が
説
明
さ
れ

た
。「
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
の
派
遣
役
員

に
つ
い
て
は
、
割
当
表
示
さ
れ
た
常
務
理
事

に
依
頼
し
、
承
諾
を
得
て
い
る
状
況
で
あ
る

こ
と
が
併
せ
て
説
明
さ
れ
た
。

　

空
欄
の
部
分
は
現
在
希
望
調
査
を
行
っ
て

お
り
、
派
遣
可
能
な
大
会
を
調
整
し
、
改
め

て
報
告
す
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
た
。

　

続
い
て
、
神
谷
審
判
ル
ー
ル
委
員
長
よ
り

審
判
ル
ー
ル
委
員
会
の
全
日
本
大
会
、
リ
ー

グ
の
審
判
委
員
の
派
遣
計
画
案
が
、
村
田
記

録
委
員
長
よ
り
全
日
本
大
会
、
リ
ー
グ
の
記

録
委
員
・
派
遣
記
録
員
の
派
遣
計
画
案
が
提

出
さ
れ
た
。

　

こ
れ
ら
の
提
案
を
受
け
、
審
議
が
行
わ
れ
、

審
議
の
結
果
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

・
そ
の
他
提
案
事
項

女
子
大
学
日
本
代
表
選
手

選
考
結
果
に
つ
い
て

　

岡
本
専
務
理
事
よ
り
「
女
子
大
学
ア
ジ
ア

カ
ッ
プ
日
本
代
表
」
の
選
手
選
考
に
つ
い
て
、

先
日
、
各
委
員
の
協
力
に
よ
り
選
考
会
が
無

事
終
了
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

　

本
日
、「
選
手
強
化
本
部
」
女
子
強
化
委
員

会
の
メ
ン
バ
ー
が
決
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
後
日

「
女
子
強
化
委
員
会
」
を
開
催
し
、
そ
こ
で

選
手
選
考
の
承
認
を
得
て
、
そ
の
後
、
次
回

理
事
会
ま
で
開
催
期
間
が
空
い
て
し
ま
う
こ

と
か
ら
理
事
へ
メ
ー
ル
で
通
知
。
文
書
に
よ
る

承
認
と
す
る
こ
と
が
提
案
・
了
承
さ
れ
た
。

●
報
告
事
項

（
１
）
各
地
区
の
活
動
報
告

　

各
地
区
の
活
動
報
告
が
次
の
よ
う
に
行
わ

れ
た
。

（
北
海
道
／
佐
々
木
常
務
理
事
）

　

選
手
や
チ
ー
ム
の
減
少
が
進
ん
で
お
り
、

特
に
小
・
中
学
生
の
減
少
が
顕
著
で
あ
る
。

そ
の
対
策
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

数
が
減
っ
て
い
る
と
は
い
え
、「
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
が
好
き
な
人
」
も
決
し
て
少
な
く
な
い

の
で
、
そ
う
い
っ
た
方
を
活
用
し
て
対
策
の

構
築
を
図
り
た
い
。

（
東
北
／
鈴
木
副
会
長
）

　

今
年
は
青
森
で
国
ス
ポ
が
開
催
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
前
々
回
の
理
事
会
で
も
説
明
し
た

が
、
国
ス
ポ
を
盛
り
上
げ
る
た
め
、
日
本
ス

ポ
ー
ツ
協
会
か
ら
依
頼
の
あ
っ
た
イ
ベ
ン
ト

を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
是
非
「
日
本
協
会

の
事
業
」
と
し
て
補
助
金
等
を
拠
出
し
て
ほ

し
い
と
要
望
し
て
い
る
の
で
、
是
非
検
討
し

て
も
ら
い
た
い
。

（
関
東
／
鈴
木
理
事
）

　

４
月
４
日
、
６
月
13
日
に
理
事
会
を
開

催
。
そ
こ
で
は
主
に
事
業
報
告
や
関
東
予
選

の
結
果
報
告
で
あ
っ
た
が
、
話
題
に
な
っ
て

い
る
の
は
日
本
協
会
で
も
検
討
さ
れ
て
い
る

「
小
・
中
学
生
の
登
録
」
に
つ
い
て
で
、
ト

ラ
ブ
ル
の
生
じ
な
い
形
で
の
「
緩
和
」
を
求

め
る
声
が
多
か
っ
た
。

（
北
信
越
／
西
常
務
理
事
）

　

先
週
理
事
会
が
あ
り
「
審
判
員
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
」
を
図
り
た
い
と
い
う
の
が
各
県
の

思
い
だ
っ
た
。
昨
年
、「
男
子
リ
ー
グ
」
を

開
催
し
た
と
こ
ろ
、
審
判
員
の
判
定
に
対
し
、

あ
ま
り
に
も
ク
レ
ー
ム
が
多
か
っ
た
。
原
因

は
「
審
判
員
の
高
齢
化
」
に
あ
り
、
北
信
越

地
区
で
開
催
し
た
「
イ
ン
カ
レ
男
子
」（
大
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学
選
手
権
男
子
）
や
「
男
子
リ
ー
グ
」
で
は
、

投
球
や
プ
レ
イ
の
ス
ピ
ー
ド
に
対
応
で
き
て

お
ら
ず
、
今
後
ま
す
ま
す
そ
の
状
況
が
進
み
、

加
速
し
て
い
く
懸
念
が
あ
る
。
審
判
員
の
育

成
と
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が
急
務
で
あ
る
と
感
じ

て
い
る
。
他
地
区
も
似
た
よ
う
な
状
況
に
あ

る
思
う
が
、
今
後
そ
う
い
っ
た
高
い
競
技
レ

ベ
ル
の
大
会
が
開
催
で
き
な
く
な
っ
て
く
る

可
能
性
す
ら
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

　

今
後
は
「
審
判
員
の
増
加
・
増
員
」
を
重

点
課
題
と
し
、
若
手
審
判
員
や
女
性
審
判
員

を
増
や
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

登
録
チ
ー
ム
の
増
加
に
つ
い
て
も
、
現
時

点
で
具
体
的
な
増
加
が
見
込
め
る
状
況
に
は

な
い
が
、
そ
の
点
に
つ
い
て
も
対
策
を
考
え

て
い
き
た
い
と
思
う
。

（
東
海
／
大
沼
常
務
理
事
）

　

６
月
６
日
に
三
重
県
で
東
海
４
県
理
事
長

会
議
を
行
い
、
そ
の
中
で
他
地
区
で
も
懸
案

事
項
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
「
子
ど
も
た
ち
へ

の
普
及
」
に
つ
い
て
、
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う

に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
を
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

並
行
し
て
女
性
審
判
員
の
技
術
向
上
を
め

ざ
し
、
東
海
４
県
で
女
性
審
判
員
を
集
め
て

講
習
会
を
開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。

（
近
畿
／
平
井
理
事
）

　

昨
日
、
近
畿
の
理
事
長
会
を
開
催
し
、
各

ブ
ロ
ッ
ク
大
会
が
ほ
ぼ
終
了
し
た
こ
と
が
報

告
さ
れ
た
。

　

そ
の
中
で
は
、
先
ほ
ど
か
ら
も
話
題
に
な

っ
て
い
る
「
審
判
員
の
高
齢
化
」
や
そ
の
他

大
会
運
営
も
含
め
、
様
々
な
問
題
が
多
々
あ

る
こ
と
に
対
し
、
今
後
ど
の
よ
う
に
対
応
し

て
い
く
か
と
い
う
課
題
も
出
て
き
て
い
る
。

あ
る
大
学
の
チ
ー
ム
が
急
遽
「
当
日
棄
権
」

す
る
事
例
も
出
て
お
り
、
近
畿
地
区
と
し
て

ど
の
よ
う
な
形
を
と
る
か
、
ど
う
い
っ
た
形

で
ペ
ナ
ル
テ
ィ
を
含
め
相
談
し
て
い
く
か
、

様
々
な
議
論
を
し
て
い
る
。

　

チ
ー
ム
の
記
録
員
か
ら
「
記
録
５
号
」（
全

チ
ー
ム
の
投
手
成
績
／
規
定
投
球
回
数
以
上

順
位
別
）、「
記
録
６
号
」（
全
チ
ー
ム
の
打
撃

成
績
／
規
定
打
席
数
以
上
ベ
ス
ト
30
）
の
記

録
方
法
な
ど
、
各
チ
ー
ム
に
も
っ
と
積
極
的

に
ア
ピ
ー
ル
を
し
て
も
ら
う
と
い
っ
た
話
も

出
て
お
り
、「
選
手
フ
ァ
ー
ス
ト
」
を
大
切
に

し
て
考
慮
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

（
中
国
／
秋
枝
常
務
理
事
）

　

中
国
地
区
で
は
、
ま
だ
全
員
で
集
ま
っ
て

の
会
議
は
開
催
で
き
て
お
ら
ず
、
会
議
は 

８
月
29
日
に
会
合
を
開
く
予
定
で
あ
る
。

　

日
本
協
会
が
開
催
し
た
「
第
３
回
」「
第

４
回
」
理
事
会
の
審
議
内
容
・
決
議
内
容
を

中
国
協
会
の
理
事
長
に
は
報
告
し
て
お
り
、

各
チ
ー
ム
に
伝
達
す
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

　

以
前
の
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
総
会
で
は
「
熱
中

症
対
策
」
が
話
題
と
な
り
、
そ
の
た
め
の
予
算

を
ど
の
よ
う
な
形
で
捻
出
し
て
い
く
か
頭
を

悩
ま
せ
て
い
る
。
そ
の
場
合
、「
給
水
タ
イ
ム
」

の
回
数
を
増
や
す
等
、
今
年
度
も
引
き
続
き

議
論
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

先
ほ
ど
か
ら
話
題
と
な
っ
て
い
る
「
チ

ー
ム
登
録
数
の
減
少
」「
高
齢
化
」
に
つ
い

て
、
一
時
は
増
加
傾
向
と
な
っ
て
い
た
「
シ

ニ
ア
」「
ハ
イ
シ
ニ
ア
」
も
減
少
傾
向
に
な

っ
て
き
て
い
る
。
高
齢
化
は
進
ん
で
い
る
が
、

「
シ
ニ
ア
」「
ハ
イ
シ
ニ
ア
」
の
カ
テ
ゴ
リ

ー
以
上
の
高
齢
に
な
る
と
、
あ
る
時
期
を
ピ

ー
ク
に
チ
ー
ム
が
だ
ん
だ
ん
減
っ
て
き
て
い

る
。
中
年
層
の
「
壮
年
」「
実
年
」。
さ
ら
に

は
「
一
般
男
子
」
か
ら
ど
う
増
や
し
て
い
く

か
が
中
国
協
会
の
中
で
議
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

中
国
地
区
特
有
の
問
題
と
し
て
、「
山

陰
」
と
「
山
陽
」
と
い
う
問
題
が
あ
り
、
山

口
県
で
も
「
山
陰
」「
山
陽
」
に
分
か
れ
る

が
、
や
は
り
「
山
陰
」「
山
陽
」
で
企
業
の

数
、
人
口
の
数
に
差
異
が
あ
る
。
そ
の
よ
う

な
状
況
の
中
、
い
か
に
バ
ラ
ン
ス
を
取
っ
て

い
く
か
が
今
後
の
課
題
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

　

先
ほ
ど
「
女
性
審
判
員
」
に
つ
い
て
も

言
及
が
あ
っ
た
が
、
山
口
県
で
は
「
女
性
審

判
員
」
が
、
か
な
り
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て
お

り
、「
第
１
種
」
公
認
審
判
員
の
資
格
を
取
り
、

試
合
で
も
「
女
性
だ
け
」
で
試
合
を
進
行
・

運
営
さ
せ
て
い
く
だ
け
の
実
力
を
有
し
て
い

る
。
そ
れ
を
さ
ら
に
推
し
進
め
て
い
く
た
め

に
、
他
県
と
交
流
を
持
ち
、「
武
者
修
行
」
に

行
か
せ
て
、
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
、
討
議
内
容
を
踏
ま
え
、

今
度
８
月
29
日
に
開
催
さ
れ
る
中
国
地
区
の

会
議
で
も
改
め
て
意
見
を
も
ら
い
、
良
い
方

向
へ
向
か
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
検
討
し
て

い
き
た
い
。

　

最
終
的
に
は
ど
う
し
て
も
「
予
算
」
に
い

き
つ
き
、
今
年
度
予
算
を
ど
の
よ
う
に
執
行

し
て
、
日
本
協
会
の
資
産
を
減
ら
さ
ず
、
増

や
す
よ
う
に
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
私
自

身
も
日
本
協
会
の
「
財
務
委
員
長
」
に
就
任

し
た
の
で
、
成
果
を
出
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
る
。
今
度
８
月
の
会
議
後
に
改
め
て

報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
四
国
／
谷
田
常
務
理
事
）

　

四
国
ブ
ロ
ッ
ク
も
昨
年
末
に
会
議
を
し

て
、
様
々
な
意
見
が
出
た
が
「
審
判
員
の
高

齢
化
」
が
大
き
な
問
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て

お
り
、
愛
媛
以
外
、
高
知
、
香
川
、
徳
島
で

は
「
第
１
種
」
公
認
審
判
員
有
資
格
者
が
先

ほ
ど
の
「
審
判
員
の
高
齢
化
」
の
影
響
も
あ

り
、
数
が
減
り
、
若
手
審
判
員
の
数
も
少
な

く
、
今
後
の
大
会
運
営
が
厳
し
く
な
っ
て
く

る
と
予
想
さ
れ
る
。
こ
の
現
状
を
鑑
み
、
若

手
審
判
員
の
育
成
に
乗
り
出
し
、
各
県
で
様

々
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
が
、
試
行
錯

誤
の
連
続
で
、
な
か
な
か
具
体
的
な
成
果
が

見
え
て
こ
な
い
状
況
に
あ
る
。

　

「
普
及
」
に
つ
い
て
は
「
Ａ
Ｓ
Ｏ
Ｂ
Ａ
Ｌ
Ｌ
」

が
静
岡
県
で
は
盛
ん
に
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、

香
川
県
も
「
Ａ
Ｓ
Ｏ
Ｂ
Ａ
Ｌ
Ｌ
」
を
実
施
し

て
い
る
。「
普
及
」
に
関
し
て
は
個
人
的
な
意
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見
だ
が
、
各
県
と
も
「
高
校
生
」
を
う
ま
く

活
用
し
て
、「
夏
休
み
」「
冬
休
み
」「
春
休
み
」

こ
の
ど
こ
か
で
１
回
で
も
２
回
で
も
、
最
寄
り

の
幼
稚
園
に
行
っ
て
も
ら
い
「
Ａ
Ｓ
Ｏ
Ｂ
Ａ
Ｌ

Ｌ
」
を
や
っ
て
も
ら
っ
た
ら
、
こ
れ
も
普
及

に
つ
な
が
る
こ
と
で
あ
り
、
協
力
す
る
高
校

生
に
と
っ
て
も
「
教
え
る
」
こ
と
に
よ
っ
て
、

競
技
の
「
新
た
な
魅
力
」
に
気
づ
き
、
身
に

つ
く
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　

「
指
導
者
資
格
」
に
つ
い
て
は
、
現
在
は

か
な
り
定
着
し
て
き
て
い
る
が
、
残
念
な
が

ら
「
指
導
者
資
格
」
を
持
っ
て
な
い
チ
ー
ム

も
何
チ
ー
ム
か
あ
る
。
県
の
方
で
も
資
格
取

得
を
進
め
て
い
る
が
、
ど
う
し
て
も
「
う
っ

か
り
ミ
ス
」
が
あ
り
、
従
前
の
「
指
導
者
対

象
講
習
会
」
の
よ
う
な
救
済
措
置
を
復
活
で

き
な
い
か
、
と
思
う
と
こ
ろ
も
あ
る
。
子
ど

も
が
小
学
生
の
と
き
、
必
要
に
か
ら
れ
て
資

格
取
得
は
し
た
も
の
の
、
中
学
生
に
な
る
と

そ
の
資
格
は
ほ
と
ん
ど
更
新
さ
れ
ず
、
失
効

し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
多
い
の
で
は
な
い
か
。

そ
こ
で
登
録
だ
け
は
残
し
、
年
度
の
更
新
料

は
払
わ
ず
と
も
、
指
導
者
資
格
を
取
っ
た
人

た
ち
を
登
録
上
ず
っ
と
残
せ
る
よ
う
な
シ
ス

テ
ム
に
で
き
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

（
九
州
／
稲
福
理
事
）

　

九
州
の
理
事
会
が
８
月
中
旬
に
あ
る
の
で
、

私
な
り
に
考
え
、
県
単
位
、
沖
縄
県
あ
る
い

は
別
の
委
員
会
等
々
を
立
ち
上
げ
て
や
っ
て

い
る
の
で
、
そ
の
報
告
を
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　

ま
ず
小
学
生
は
、
九
州
８
県
の
う
ち
で
福

岡
、
長
崎
、
鹿
児
島
、
宮
崎
は
１
０
０
チ
ー

ム
以
上
が
登
録
す
る
す
ご
く
大
き
な
集
団
。
一

方
、
大
分
、
熊
本
が
そ
の
中
間
に
位
置
し
、

佐
賀
と
沖
縄
は
ほ
と
ん
ど
な
い
状
態
。
こ
の

現
状
を
打
破
す
べ
く
、
沖
縄
で
ま
ず
取
り
か

か
っ
て
い
る
の
が
、「
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
教
室
」

の
実
施
で
あ
る
。
中
・
高
生
に
対
し
、
高
校

の
先
生
方
が
ピ
ッ
チ
ン
グ
教
室
を
開
い
て
い
る

が
、
そ
れ
を
も
う
一
歩
進
め
て
、
小
学
生
ま
で

行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。
今
年
10
月
に
沖

縄
で
「
日
本
女
子
リ
ー
グ
」
の
開
催
、
11
月

に
は
「
日
米
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
」
が
開
催

さ
れ
る
の
で
、
こ
こ
へ
小
・
中
・
高
生
に
つ
い

て
は
無
償
で
入
場
で
き
る
よ
う
な
形
に
で
き

な
い
か
と
、
県
、
市
、
あ
る
い
は
我
々
協
会

と
し
て
も
動
い
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
形
で

ど
ん
ど
ん
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
が
魅
力
あ
る
も
の

で
あ
る
こ
と
を
Ｐ
Ｒ
し
、
若
年
層
か
ら
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
人
口
を
掘
り
起
こ
し
て
い
き
た
い
。

（
河
合
会
長
）

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

こ
れ
は
私
、

個
人
的
な
意
見
で
は
あ
る
が
、
私
の
い
る
愛

知
県
豊
田
市
に
お
い
て
も
、
小
・
中
学
生
の

ク
ラ
ブ
活
動
が
行
わ
れ
て
い
な
い
状
況
に
あ

る
。
先
生
の
数
、
働
き
方
改
革
も
叫
ば
れ
て

お
り
、
そ
の
状
況
や
必
要
性
は
理
解
し
て
い

る
が
、
豊
田
市
長
、
大
村
愛
知
県
知
事
と
も

よ
く
話
す
の
が
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
に
か
か
わ
っ

た
「
Ｏ
Ｂ
」「
Ｏ
Ｇ
」
が
た
く
さ
ん
い
る
の
で
、

そ
う
い
っ
た
人
材
を
も
っ
と
指
導
者
と
し
て
活

用
し
、
時
間
外
の
２
時
間
雇
用
す
る
等
、
活

性
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

今
、
子
ど
も
た
ち
の
体
力
が
も
の
す
ご
く

落
ち
て
い
る
。
個
人
的
な
見
解
だ
が
、
こ
の

ま
ま
で
は
、
こ
れ
か
ら
社
会
に
出
て
、
会
社

で
働
け
る
労
働
者
が
い
な
く
な
る
の
で
は

…
…
と
い
う
危
機
感
を
持
っ
て
い
る
。
今
、

愛
知
県
で
も
高
校
卒
業
後
の
就
職
率
は
14
％

に
過
ぎ
ず
、
高
校
卒
業
後
、
す
ぐ
に
就
職
す

る
の
は
、
そ
の
程
度
の
割
合
で
、
あ
と
は
み

ん
な
大
学
に
行
く
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
運

動
を
し
た
り
、
体
力
を
つ
け
て
大
学
を
卒
業

し
て
く
れ
れ
ば
い
い
が
、
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
は
じ

め
「
ゲ
ー
ム
」「
パ
ソ
コ
ン
」、
Ｉ
Ｔ
関
係
、

Ａ
Ｉ
、
そ
う
い
っ
た
方
面
ば
か
り
が
も
て
は

や
さ
れ
、
そ
こ
を
志
向
す
る
人
ば
か
り
が
増

え
て
い
る
。
ど
こ
の
学
校
に
い
っ
て
も
そ
う

い
う
生
徒
ば
か
り
と
感
じ
る
。
こ
の
先
、
ウ

チ
の
会
社
で
も
管
理
職
や
管
理
部
門
ば
か
り

に
人
が
集
ま
り
、
そ
の
一
方
で
そ
う
い
っ
た

職
種
は
Ａ
Ｉ
で
半
分
ぐ
ら
い
は
で
き
る
ん
じ

ゃ
な
い
か
と
い
う
状
況
に
も
な
っ
て
き
て
い

る
。
そ
う
な
る
と
、
今
度
は
そ
う
い
う
人
が

体
力
も
な
い
の
に
生
産
現
場
で
働
き
出
す
。

非
常
に
心
配
と
い
う
の
が
本
音
で
あ
る
。

　

そ
う
い
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
職
場
の
リ

ー
ダ
ー
や
市
長
に
個
人
的
に
い
ろ
い
ろ
な
話

を
し
て
い
る
が
、
皆
さ
ん
が
抱
え
て
い
る
問

題
が
行
政
の
在
り
方
と
も
関
係
し
て
く
る
。

そ
う
い
っ
た
部
分
に
つ
い
て
は
都
道
府
県
協

会
も
行
政
と
の
お
付
き
合
い
は
あ
る
と
思
う

の
で
、
普
及
活
動
等
に
つ
い
て
も
行
政
と
タ

イ
ア
ッ
プ
す
る
と
か
、
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
等
に
予

算
を
投
入
す
る
の
で
は
あ
れ
ば
、
子
ど
も
た

ち
の
育
成
等
も
や
っ
て
も
い
い
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
る
。

　

話
題
に
な
っ
た
「
審
判
員
の
高
齢
化
」

「
審
判
員
の
減
少
」
等
に
つ
い
て
も
、
資
料

を
見
せ
て
も
ら
っ
た
が
、
も
う
半
分
以
下

ぐ
ら
い
に
審
判
員
の
数
が
減
少
傾
向
に
あ
り
、

小
・
中
学
生
の
チ
ー
ム
数
も
減
っ
て
し
ま
っ

て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
大
き
な
課
題
を
是
正

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
は
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
協
会
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
他
の
協

会
も
同
様
の
悩
み
、
問
題
を
抱
え
て
い
る
は

ず
。
皆
さ
ん
の
お
知
恵
、
お
力
を
借
り
な
が

ら
、
行
政
に
も
働
き
か
け
、
課
題
の
解
決
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
西
村
理
事
）

　

私
は
サ
ッ
カ
ー
が
専
門
だ
が
、「
課
題
」「
問

題
」
は
ど
こ
で
も
あ
る
と
思
う
。 

先
ほ
ど
の

審
判
員
の
問
題
で
も
、
女
性
選
手
・
女
性
審

判
員
も
含
め
た
こ
の
問
題
は
ス
ポ
ー
ツ
だ
け

の
問
題
で
な
く
、
社
会
的
な
背
景
や
構
造
も

関
係
し
て
い
る
と
感
じ
る
。
そ
う
い
う
意
味

で
は
、
我
々
サ
ッ
カ
ー
の
方
で
す
ご
く
嬉
し

い
の
は
、
先
人
の
方
が
す
ご
く
頑
張
っ
て
く

だ
さ
っ
た
お
か
げ
で
、
早
い
段
階
で
そ
う
い

う
問
題
に
直
面
し
、
す
で
に
い
ろ
ん
な
ア
ク
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シ
ョ
ン
を
起
こ
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
そ
の

あ
た
り
に
つ
い
て
は
、
先
ほ
ど
こ
の
会
議
が

始
ま
る
前
に
岡
本
専
務
理
事
と
話
し
て
、
サ

ッ
カ
ー
で
や
っ
て
い
る
こ
と
の
情
報
共
有
は

可
能
な
の
で
、
こ
れ
は 

Ｊ
Ｆ
Ａ
（
公
益
財
団

法
人
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
）
の
許
可
を
も
ら

っ
て
や
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
こ

は
も
う
一
度
、
ま
た
皆
さ
ん
で
共
有
し
、
具

体
的
に
「
こ
こ
に
つ
い
て
も
う
少
し
詳
し
く

教
え
て
ほ
し
い
」「
こ
れ
に
つ
い
て
聞
き
た

い
」
と
い
う
形
で
応
え
て
い
け
た
ら
と
思
う
。

　

先
ほ
ど
河
合
会
長
が
言
わ
れ
た
よ
う
に
、

中
学
生
の
部
活
動
の
地
域
移
行
・
地
域
展
開

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
は
も
う
ど
の
種
目
に
お
い

て
も
「
中
学
生
デ
ビ
ュ
ー
」
が
な
く
な
る
と
い

う
こ
と
。
中
学
校
か
ら
部
活
を
始
め
た
、
そ

の
競
技
・
種
目
に
初
め
て
触
れ
た
、
そ
う
い

う
子
が
い
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
サ
ッ
カ
ー
に

お
い
て
は
部
活
が
あ
る
か
ら
サ
ッ
カ
ー
を
や
っ

て
い
る
子
が
非
常
に
多
い
。
そ
の
意
味
に
お

い
て
は
、
サ
ッ
カ
ー
に
と
っ
て
も
部
活
動
の
地

域
移
行
・
地
域
展
開
と
い
う
の
は
、
ま
ず
登

録
が
減
り
、
中
学
生
か
ら
サ
ッ
カ
ー
を
や
る

子
が
い
な
く
な
る
と
い
う
状
況
を
招
く
こ
と

に
な
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
ど
う
考
え
、
ア
ク

シ
ョ
ン
を
起
こ
す
か
に
つ
い
て
、
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
だ
が
、
こ
れ
は
「
国
の
政
策
」
で
あ

り
、
各
都
道
府
県
、
市
町
村
の
い
う
「
行
政
」

が
か
か
わ
る
問
題
で
も
あ
る
。
現
場
の
方
々
で

は
自
分
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
問
題
と
な

っ
て
お
り
、
各
都
道
府
県
の
Ｆ
Ａ
（
サ
ッ
カ
ー

協
会
）
が
い
か
に
動
く
の
か
。
自
分
た
ち
の

Ｆ
Ａ
も
中
学
年
代
を
こ
れ
か
ら
ど
う
や
っ
て

い
く
か
と
い
う
こ
と
に
今
、
取
り
組
ん
で
い
る
。

こ
れ
が
ま
さ
し
く
サ
ッ
カ
ー
の
現
状
で
「
問

題
」「
課
題
」
は
サ
ッ
カ
ー
も
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

も
一
緒
で
、
あ
と
は
ど
う
や
っ
て
改
善
し
て
い

く
か
に
か
か
っ
て
い
る
。
こ
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

で
の
貴
重
な
情
報
を
サ
ッ
カ
ー
に
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
し
、
私
も
サ
ッ
カ
ー
の
情
報
を
皆
さ
ん
に

開
示
・
共
有
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
岡
田
理
事
）

　

私
が
専
門
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
も
、
サ
ッ

カ
ー
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
見
習
っ
て
、

今
ま
さ
に
お
っ
し
ゃ
ら
れ
た
「
課
題
」、
指

導
者
の
育
成
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
り
、
女

性
活
躍
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
普
及
、
そ
こ
に

取
り
組
ん
で
い
る
真
っ
最
中
で
あ
る
。

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
も
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り

の
Ｓ
Ｖ
リ
ー
グ
が
あ
る
。
始
ま
っ
て
３
年
目
、

ま
だ
ま
だ
発
展
途
上
で
は
あ
る
が
、
共
有
で

き
る
と
こ
ろ
は
も
ち
ろ
ん
共
有
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
。
ま
た
サ
ッ
カ
ー
、
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
と
い
っ
た
他
の
競
技
か
ら
学
び
、
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
頑
張
っ
て

い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

（
山
田
理
事
）

　

女
性
活
躍
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
私
た
ち
女

子
野
球
も
同
じ
課
題
を
持
っ
て
い
る
。
先
ほ

ど
の
岡
田
理
事
の
意
見
と
同
じ
く
、
い
ろ
ん

な
ス
ポ
ー
ツ
団
体
と
も
課
題
を
共
有
し
な
が

ら
ヒ
ン
ト
を
得
て
、
私
の
中
で
今
後
へ
向
け

た
施
策
も
ア
イ
デ
ア
も
出
て
き
て
い
る
の
で
、

今
後
、
事
務
局
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
動
い
て

い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
る
。

（
荒
木
理
事
）

　

昨
日
、
私
の
か
か
わ
っ
て
い
る
ラ
グ
ビ
ー
は
、

イ
タ
リ
ア
戦
で
勝
利
を
収
め
た
。
私
は
「
普

及
」
と
い
う
と
こ
ろ
に
は
関
わ
っ
て
い
な
い
が
、

ど
ん
な
競
技
で
あ
っ
て
も
「
日
本
代
表
」
が
勝

て
ば
子
ど
も
た
ち
が
憧
れ
、
そ
の
競
技
を
志
向

し
、「
や
っ
て
み
た
い
」「
や
り
た
い
」
と
な
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
現
場
で
は
と

に
か
く
「
勝
つ
」
こ
と
が
大
事
だ
と
い
う
形
で

動
い
て
い
る
。
や
は
り
「
Ｔ
Ｏ
Ｐ
」
の
日
本
代

表
が
勝
つ
と
い
う
こ
と
の
価
値
は
大
き
い
。

　

ラ
グ
ビ
ー
も
ま
だ
ま
だ
マ
イ
ナ
ー
だ
が
、

２
０
１
２
年
当
時
は
メ
デ
ィ
ア
の
方
も
い
ら

っ
し
ゃ
ら
な
い
感
じ
だ
っ
た
の
が
、
今
は
ず

い
ぶ
ん
と
取
り
上
げ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

な
り
、
国
際
大
会
か
ら
帰
国
す
る
際
に
は
、

空
港
で
出
迎
え
て
く
れ
る
フ
ァ
ン
の
姿
が
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

「
代
表
が
勝
つ
」
と
い
う
こ
と
は
、
そ
う

い
っ
た
こ
と
に
も
つ
な
が
り
、「
普
及
」
の

た
め
に
活
動
を
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
皆
さ

ん
の
た
め
に
も
「
勝
ち
た
い
」「
結
果
を
出

し
た
い
」
と
の
思
い
で
、
代
表
チ
ー
ム
に
携

わ
っ
て
い
る
。
何
か
私
に
で
き
る
こ
と
が
あ

れ
ば
ラ
グ
ビ
ー
の
情
報
を
提
供
・
共
有
し
て

い
け
る
と
思
う
の
で
、
遠
慮
な
く
リ
ク
エ
ス

ト
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。

（
河
合
会
長
）

　

多
方
面
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
お
話
を
い
た
だ

き
、
や
は
り
結
論
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
へ

の
普
及
、
人
材
育
成
、
そ
の
人
材
の
将
来
的

か
つ
継
続
的
な
登
用
、
そ
う
い
う
部
分
で
苦

労
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
る
。
こ
れ
は
や
は
り

個
々
に
頑
張
っ
て
も
簡
単
な
こ
と
で
は
な
く
、

な
か
な
か
実
現
で
き
な
い
こ
と
だ
と
思
う
の

で
、
全
員
総
力
、
一
致
団
結
し
て
、
国
や
行

政
も
動
か
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

感
じ
て
い
る
。

　

各
都
道
府
県
、
市
町
村
、
地
方
に
お
い
て

も
、
皆
さ
ん
の
困
り
ご
と
を
た
く
さ
ん
聞
け

た
の
で
、
先
進
事
例
、
成
功
事
例
に
つ
い
て

は
こ
れ
を
全
員
で
共
有
し
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

界
全
体
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
け
れ
ば
幸

い
で
あ
る
。

（
２
）
普
及
活
動
に
つ
い
て

　

大
沼
常
務
理
事
よ
り
、
静
岡
県
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
協
会
で
実
施
し
て
き
て
い
る
「
Ａ
Ｓ
Ｏ

Ｂ
Ａ
Ｌ
Ｌ
」
を
中
心
と
し
た
普
及
活
動
に
つ

い
て
紹
介
さ
れ
た
。

　

大
沼
常
務
理
事
の
「
地
元
」
で
あ
る
沼
津

市
で
の
取
り
組
み
に
始
ま
り
、
チ
ー
ム
数

の
激
減
に
直
面
し
た
経
験
、
そ
こ
で
感
じ

た
普
及
活
動
の
重
要
性
、「
Ａ
Ｓ
Ｏ
Ｂ
Ａ
Ｌ
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Ｌ
」
の
導
入
・
活
用
、
当
初
２
０
０
名
程
度

の
参
加
か
ら
数
千
人
規
模
の
参
加
を
実
現
さ

せ
た
過
程
・
経
緯
や
ス
ポ
ー
ツ
体
力
テ
ス
ト

の
「
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
」
全
国
ワ
ー
ス
ト

か
ら
の
脱
却
を
め
ざ
し
た
小
・
中
学
校
で
の

「
投
げ
方
教
室
」
の
実
施
。
そ
れ
に
対
す
る

リ
ー
グ
チ
ー
ム
の
協
力
、
高
校
生
へ
の
審
判

資
格
推
進
等
、
様
々
な
先
進
的
な
取
り
組
み

事
例
が
紹
介
さ
れ
た
。
そ
の
一
方
で
、
や
は

り
予
算
面
を
ど
の
よ
う
に
工
面
し
て
い
く
か

が
大
き
な
課
題
で
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

　

続
い
て
、
木
田
常
務
理
事
か
ら
一
般
社
団

法
人
全
日
本
大
学
連
盟
専
務
理
事
と
い
う
立

場
か
ら
の
情
報
共
有
が
あ
り
、
昨
年
度
か
ら

ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
「
第
３
種
公
認
審
判
員
」

有
資
格
者
を
増
や
そ
う
と
い
う
取
り
組
み
を

紹
介
。
全
国
９
ブ
ロ
ッ
ク
に
お
願
い
し
、
か

つ
助
成
金
を
頂
戴
し
、
そ
れ
を
活
用
す
る
形

で
「
第
３
種
公
認
審
判
員
認
定
会
」
を
と
り

あ
え
ず
や
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら

始
め
て
い
る
。
学
生
が
資
格
取
得
し
た
場
合
、

「
登
録
料
」
が
ど
う
し
て
も
ネ
ッ
ク
に
な
る
。

選
手
登
録
を
し
て
い
る
学
生
た
ち
に
、
今
度

は
審
判
員
と
し
て
も
登
録
料
を
…
…
と
い
う

と
こ
ろ
で
ち
ょ
っ
と
つ
ま
ず
き
が
ち
で
あ
る
。

昨
年
、
約
40
名
が
資
格
を
取
得
し
た
。
ま
だ

協
会
と
し
て
の
資
格
は
付
与
で
き
な
い
が
、

「
技
能
講
習
会
」
を
開
催
。
80
名
が
参
加
し

て
く
れ
た
。
本
格
的
に
は
今
年
度
か
ら
全
国

９
ブ
ロ
ッ
ク
に
助
成
金
を
出
し
、
審
判
員
認

定
会
を
実
施
し
て
く
れ
れ
ば
助
成
す
る
こ
と

に
し
て
い
る
。

　

普
及
に
つ
い
て
も
、
今
年
度
か
ら
、
ま
だ

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
や
っ
て
い
な
い
、
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
に
出
会
っ
て
い
な
い
子
ど
も
た
ち
に
、

ボ
ー
ル
を
投
げ
た
り
打
っ
た
り
、
そ
う
い
う

機
会
を
創
れ
る
か
と
、
検
討
し
て
い
る
段
階

で
あ
る
。
大
学
連
も
登
録
人
数
の
落
ち
込
み

が
激
し
く
、 

少
子
化
の
影
響
も
あ
っ
て
資
金

的
な
限
界
も
あ
る
が
、
在
学
生
だ
け
で
な
く

「
卒
業
生
」
を
含
め
た
「
人
材
」
と
い
う

「
財
産
」
を
活
用
し
、
活
動
を
進
め
て
い
き

た
い
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　

こ
れ
に
関
連
し
、
大
沼
常
務
理
事
か
ら
中

体
連
の
実
状
に
つ
い
て
も
静
岡
県
の
事
例
が

報
告
さ
れ
、
部
活
動
の
地
域
移
行
・
地
域
展

開
に
伴
い
、
そ
の
受
け
皿
や
担
い
手
が
な
い

状
況
に
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
、
審
判
員
等

へ
の
謝
礼
が
他
競
技
に
比
べ
、
少
な
過
ぎ
る

と
の
指
摘
も
あ
っ
た
。

Ｂ
ａ
ｓ
ｅ
ｂ
ａ
ｌ
ｌ
５ 

Ｇ
Ｏ

（
Ｇ
ａ
ｍ
ｅ 

Ｏ
ｆ
ｆ
ｉ
ｃ
ｉ
ａ
ｌ
）

部
会
員 

推
薦
に
つ
い
て

　

岡
本
専
務
理
事
よ
り
、
全
日
本
野
球
協
会

よ
り
「
Ｂ
ａ
ｓ
ｅ
ｂ
ａ
ｌ
ｌ
５
」
の
競
技
役

員
を
育
成
す
る
た
め
の
部
会
「
Ｂ
ａ
ｓ
ｅ
ｂ

ａ
ｌ
ｌ
５ 

Ｇ
Ｏ
部
会
」
の
部
会
員
に
つ
い

て
、
１
名
程
度
推
薦
を
求
め
ら
れ
て
お
り
、

適
任
な
人
物
を
検
討
し
、
推
薦
す
る
こ
と
が

報
告
さ
れ
た
。

理事、一人ひとりに発言を促し、ソフトボールを取り巻く現状、環境や今後の課題の集約に努める河合会長（左）
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Ｌ
Ａ
28
へ
の
道

　

本
誌
２
～
３
頁
で
既
報
の
通
り
、「
第
18

回
女
子
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ 
グ
ル
ー
プ
ス
テ
ー

ジ
」
グ
ル
ー
プ
Ｂ
で
は
、
女
子
Ｔ
Ｏ
Ｐ
日
本
代

表
が
６
戦
全
勝
の
１
位
で
同
大
会
「
フ
ァ
イ
ナ

ル
」
へ
の
出
場
権
を
獲
得
。
そ
の
女
子
Ｔ
Ｏ
Ｐ

日
本
代
表
と
二
度
に
わ
た
り
、「
死
闘
」
を
演

じ
た
プ
エ
ル
ト
リ
コ
が
２
位
に
入
り
、
同
じ
く

「
フ
ァ
イ
ナ
ル
」
へ
の
出
場
権
を
獲
得
し
た
。

　

こ
れ
に
先
立
ち
、
６
月
16
日
～
20
日
、
チ

ェ
コ
・
プ
ラ
ハ
で
開
催
さ
れ
た
「
第
18
回
女
子

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ 

グ
ル
ー
プ
ス
テ
ー
ジ
」
グ

ル
ー
プ
Ａ
で
は
、
カ
ナ
ダ
が
全
勝
の
１
位
、
チ

ャ
イ
ニ
ー
ズ
・
タ
イ
ペ
イ
が
２
位
で
同
大
会

「
フ
ァ
イ
ナ
ル
」
へ
の
出
場
権
を
獲
得
し
た
。

　

ま
た
、「
グ
ル
ー
プ
Ａ
」
で
は
、
４
位
に

終
わ
っ
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
「
第
18
回
女

子
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ 

フ
ァ
イ
ナ
ル
」
の
開

催
国
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
ワ
イ
ル
ド
カ
ー

ド
」
で
の
出
場
が
決
定
。「
グ
ル
ー
プ
Ａ
」「
グ

ル
ー
プ
Ｂ
」
で
す
で
に
５
チ
ー
ム
が
「
フ
ァ

イ
ナ
ル
」
進
出
を
決
め
て
い
る
。

　

こ
の
後
、
９
月
12
日
～
16
日
、
ア
メ
リ
カ
・

オ
ク
ラ
ホ
マ
シ
テ
ィ
で
開
催
が
予
定
さ
れ

て
い
る
「
グ
ル
ー
プ
Ｃ
」（
ア
メ
リ
カ
（
２
）、

オ
ラ
ン
ダ
（
６
）、
メ
キ
シ
コ
（
７
）、
中
国

（
８
）、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
（
23
）、
ブ
ラ
ジ

ル
（
17
）
の
６
チ
ー
ム
が
出
場
。
当
初
は
南

ア
フ
リ
カ
が
出
場
予
定
で
あ
っ
た
が
、
ブ
ラ

ジ
ル
の
代
替
出
場
が
発
表
さ
れ
た
。
※
（　

）

内
数
字
は
２
０
２
５
年
12
月
31
日
時
点
の
Ｗ

Ｂ
Ｓ
Ｃ
（
世
界
野
球
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
）

発
表
の
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
）
で
残
る
３
枠
（
上

位
２
チ
ー
ム
と
ワ
イ
ル
ド
カ
ー
ド
１
枠
。
ワ

イ
ル
ド
カ
ー
ド
は
グ
ル
ー
プ
Ｂ
か
ら
選
出
さ

れ
る
可
能
性
も
あ
る
）
が
決
定
さ
れ
る
。

　

「
第
18
回
女
子
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ 

フ
ァ
イ

ナ
ル
」
は
、
来
年
２
０
２
７
年
４
月
５
日
～

11
日
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
レ
ッ
ド
ク
リ
フ
で

開
催
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
同
大
会
が
２
０

２
８
年
に
開
催
さ
れ
る
「
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
」（
Ｌ
Ａ
28
）
の
「
第
１
次
予
選
」

と
な
り
、「
優
勝
」
チ
ー
ム
も
し
く
は
「
Ｌ
Ａ

28
開
催
国
」
と
し
て
、
す
で
に
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
出
場
権
を
有
し
て
い
る
ア
メ
リ
カ
が
「
優

勝
」
し
た
場
合
、「
準
優
勝
」
チ
ー
ム
が
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
出
場
権
を
獲
得
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
こ
で
２
チ
ー
ム
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場

権
を
手
に
し
、
そ
の
後
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・

ア
フ
リ
カ
」「
北
中
南
米
」「
ア
ジ
ア
・
オ
セ

ア
ニ
ア
」
各
大
陸
予
選
が
行
わ
れ
、
各
大
陸

予
選
の
「
優
勝
」
チ
ー
ム
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

出
場
権
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
（
残
り

１
枠
は
ワ
イ
ル
ド
カ
ー
ド
に
よ
り
決
定
）。

　

女
子
Ｔ
Ｏ
Ｐ
日
本
代
表
は
、「
第
18
回

女
子
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ 

フ
ァ
イ
ナ
ル
」
で

「
連
覇
」
を
達
成
し
、
同
時
に
「
Ｌ
Ａ
28
」

へ
の
切
符
も
手
に
す
べ
く
、
今
後
さ
ら
な
る

強
化
を
続
け
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

事
務
局
だ
よ
り「グループB」2位のプエルトリコ

「グループA」全勝で 1位通過したカナダ

「グループA」2位のチャイニーズ・タイペイ

「ワイルドカード」でファイナルに出場するオーストラリア
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